
Takamizu

1

スリーエムジャパン株式会社

高水 勝

教育講演

2024 年医療政策の大変革を前に

今理解しておくべきことー褥瘡編ー

2023-5-20

2023-G



Takamizu

2

本日の講演スライドは、

日本褥瘡学会九州沖縄・地方会のHPにUPされます。

スライドは150枚と多いですが、

オンディマンド配信をご活用頂き、

スライドをダウンロードして再度視聴いただけますと幸いです。
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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●機能分化・機能分担

●人員配置・タスクシフト

●地域連携

●医療・介護連携
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11厚生労働省：第1回第8次医療計画等に関する検討会令和3年6月18 日
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https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000467710.pdf
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26厚生労働省 医政局看護課
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27厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31
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厚生労働省 HP
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2018

2020年度特定行為研修シンポジウム 2021-1 厚生労働省医政局看護課
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2020

2020年度特定行為研修シンポジウム 2021-1 厚生労働省医政局看護課
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

2022
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厚生労働省 令和4・5年度 入院・外来医療等の調査について
令和４年度診療報酬改定項目の概要令和4年7月20日
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40厚生労働省 第19回第８次医療計画等に関する検討会 2022-11-24
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厚生労働省 令和６年度の同時報酬改定に向けた意見交換会
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●機能分化・機能分担

●人員配置・タスクシフト

●地域連携

●医療・介護連携
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2023-1-20
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医療従事者
の各種法規

Ａランク

医療法

診療報酬
（健康保険法）

労働基準法

Ｂランク

機能評価

ＪＣＩ

ガイドライン（海外・国内）

Ｃランク 学会関連

専門雑誌等の記事

Ｅランク

広告

記事広告

会社発信のケースレポートなど

医療現場への強制力＆影響力の概念

法的
拘束力
推進力

学問的
専門的
影響力

広告
宣伝
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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＜レセプトの審査＞

レセプト審査は、都道府県や健康保険によって、解釈や運用にバラツキがあります。
今回の講演の解説は、必ずしも算定の絶対的な解釈や運用ではありません。
その点をお含みいただき・・・
都道府県厚生局、審査支払機関、健康保険組合等に相談しながらご判断下さい。

＜参考＞
●審査支払機関：47都道府県に2機関づつあります。
・社会保険診療報酬支払基金（社保）
・国民健康保険団体連合会（国保）

●審査枚数
・社会保険診療報酬支払基金：約8100万枚（月）
・国民健康保険団体連合会 ：約8400万枚（月）
全てを詳細に審査できないのが実情です。

●健康保険組合数
・全国に約3400の保険組合があり、そこでも審査をします。
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① 診療報酬 （医療保険） １点 １０円

② 介護報酬 （介護保険） １単位 １０円

診療報酬は、厚生省が決める医療の価格表です。
2年に一度改定されます。

介護報酬は、厚生省が決める介護の価格表です。
3年に一度改定されます。
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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返戻（へんれい）と査定

返戻 記入モレ・記入ミス （例：保険証番号等）

査定 審査による減額

Ａ：適応外 （例：医薬品の適応外等）

Ｂ：過剰

Ｃ：重複

Ｄ：算定要件外 （告示、通知による審査員判定）
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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中央社会保険医療協議会総会（第356回）議事次第「横断的事項（その2）について」（2017年7月12日）（厚生労働省）
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＜レセプトの審査＞

レセプト審査は、都道府県や健康保険によって、解釈や運用にバラツキがあります。
今回の講演の解説は、必ずしも算定の絶対的な解釈や運用ではありません。
その点をお含みいただき・・・
都道府県厚生局、審査支払機関、健康保険組合等に相談しながらご判断下さい。

＜参考＞
●審査支払機関：47都道府県に2機関づつあります。
・社会保険診療報酬支払基金（社保）
・国民健康保険団体連合会（国保）

●審査枚数
・社会保険診療報酬支払基金：約8100万枚（月）
・国民健康保険団体連合会 ：約8400万枚（月）
全てを詳細に審査できないのが実情です。

●健康保険組合数
・全国に約3400の保険組合があり、そこでも審査をします。
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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●機能分化・機能分担

●人員配置・タスクシフト

●地域連携

●医療・介護連携
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★施設基準
一定の人員要件や設備要件を充足している場合に、地方厚生(支)局長へ所定の
届出を行うことにより、診療報酬の算定において通常よりも高い点数が算定可能
となるもの。
具体的には、看護師の配置を手厚くすることにより算定が認められる入院
基本料等、約500種類の施設基準がある。

解説：診療報酬で「施設基準」が設定されているものは、その遵守が必須」！

★医師、看護師等の診療報酬上の基準を見極める
５つのキーワード

（１）領域・診療科 ●●の領域に従事して・・・等
（２）年 数 経験年数の規定の有無
（３）研 修 所定の研修受講の義務の有無
（４）専従・専任 専従や専任の業務時間のしばりの有無
（５）常 勤 常勤のしばりの有無

Takamizu
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言葉の整理

専従 ・規定した仕事以外には、やってはいけないことが基本
だが、実際は解釈に幅がある。
・最近、限りなく１００％の解釈が多いので注意！
（一切夜勤等はできない）

専任 ・通常の看護業務等と兼任できる。
・２０％～５０％以上まで解釈に幅がある。
（専任を２つも３つも兼務できない→１００を越える）
・最近、専任の兼務もＯＫになっていることも多い。
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4
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４褥瘡対策の基準

(１) 当該保険医療機関において、褥瘡対策が行われていること。

(２) 当該保険医療機関において、褥瘡対策に係る専任の医師及び褥瘡看護に関する臨床経験を有する専任の看護職
員から構成される褥瘡対策チームが設置されていること。

(３) 当該保険医療機関における日常生活の自立度が低い入院患者につき、別添６の別紙３を参考として褥瘡に関する
危険因子の評価を行い、褥瘡に関する危険因子のある患者及び既に褥瘡を有する患者については、(２)に掲げる専任

の医師及び専任の看護職員が適切な褥瘡対策の診療計画の作成、実施及び評価を行うこと。ただし、当該医師及び当
該看護職員が作成した診療計画に基づくものであれば、褥瘡対策の実施は、当該医師又は当該看護職員以外であって
も差し支えない。また、様式については褥瘡に関する危険因子評価票と診療計画書が別添６の別紙３のように１つの様
式ではなく、それぞれ独立した様式となっていても構わない。

(４) 褥瘡対策の診療計画における薬学的管理に関する事項及び栄養管理に関する事項については、当該患者の状態

に応じて記載すること。必要に応じて、薬剤師又は管理栄養士と連携して、当該事項を記載すること。なお、診療所にお
いて、薬学的管理及び栄養管理を実施している場合について、当該事項を記載しておくことが望ましい。

(５) 栄養管理に関する事項については、栄養管理計画書をもって記載を省略することができること。ただし、この場合は、

当該栄養管理計画書において、体重減少、浮腫の有無等の別添６の別紙３に示す褥瘡対策に必要な事項を記載してい
ること。

(６) 褥瘡対策チームの構成メンバー等による褥瘡対策に係る委員会が定期的に開催されていることが望ましい。

(７) 患者の状態に応じて、褥瘡対策に必要な体圧分散式マットレス等を適切に選択し使用する体制が整えられているこ
と。

(８) 毎年７月において、褥瘡患者数等について、別添７の様式５の４により届け出ること。

★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日



Takamizu

92
★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日

５栄養管理体制の基準

(１) 当該病院である保険医療機関（特別入院基本料等を算定する病棟のみを有するものを除く。）内に、常勤の管理栄
養士が１名以上配置されていること。

(２) 管理栄養士をはじめとして、医師、看護師、その他医療従事者が共同して栄養管理を行う体制を整備し、あらかじめ
栄養管理手順（栄養スクリーニングを含む栄養状態の評価、栄養管理計画、定期的な評価等）を作成すること。

(３) 入院時に患者の栄養状態を医師、看護職員、管理栄養士が共同して確認し、特別な栄養管理の必要性の有無に
ついて入院診療計画書に記載していること。

(４) (３)において、特別な栄養管理が必要と医学的に判断される患者について、栄養状態の評価を行い、医師、管理栄

養士、看護師その他の医療従事者が共同して、当該患者ごとの栄養状態、摂食機能及び食形態を考慮した栄養管理
計画（別添６の別紙23 又はこれに準じた様式とする。）を作成していること。なお、救急患者や休日に入院した患者など、
入院日に策定できない場合の栄養管理計画は、入院後７日以内に策定することとする。

(５) 栄養管理計画には、栄養補給に関する事項（栄養補給量、補給方法、特別食の有無等）、栄養食事相談に関する

事項（入院時栄養食事指導、退院時の指導の計画等）、その他栄養管理上の課題に関する事項、栄養状態の評価の
間隔等を記載すること。また、当該計画書又はその写しを診療録等に添付すること。

(６) 当該患者について、栄養管理計画に基づいた栄養管理を行うとともに、当該患者の栄養状態を定期的に評価し、必
要に応じて栄養管理計画を見直していること。

(７) 特別入院基本料等を算定する場合は、(１)から(６)までの体制を満たしていることが望ましい。

(８) (１)に規定する管理栄養士は、１か月以内の欠勤については、欠勤期間中も(１)に規定する管理栄養士に算入する
ことができる。なお、管理栄養士が欠勤している間も栄養管理のための適切な体制を確保していること。

(９) 当該保険医療機関（診療所を除く。）において、管理栄養士の離職又は長期欠勤のため、(１)に係る基準が満たせ

なくなった場合、地方厚生（支）局長に届け出た場合に限り、当該届出を行った日の属する月を含む３か月間に限り、従
前の入院基本料等を算定できる。
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DESIGN-R 2020 
に変更になった。

★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日
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★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日

褥瘡対策に関する診療計画書に
「薬学的管理」と「栄養管理」が追加された。

記入は、専任の医師、専任の看護職員でかまわない。
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★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日
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★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日

DESIGN-R2020 
に変更になった。
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31
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https://pharmderm.org/

https://pharmderm.org/
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＜予告＞
現段階では診療報酬とは直接関係しませんが
「褥瘡・創傷専門薬剤師」の認定審査の
準備が進んでいます。
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

褥瘡ハイリスク患者ケア加算の
専従の褥瘡管理者が

特定看護師でもOKとなった。
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31
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第22 褥瘡ハイリスク患者ケア加算

１ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算に関する施設基準

(１) 当該保険医療機関内に、褥瘡ハイリスク患者のケアに従事した経験を５年以上有する看護師等で
あって、褥瘡等の創傷ケアに係る適切な研修を修了した者を褥瘡管理者として専従で配置していること。
なお、ここでいう褥瘡等の創傷ケアに係る適切な研修とは、次の内容を含むものをいうこと。

ア 国及び医療関係団体等が主催する研修であって、褥瘡管理者として業務を実施する上で必要な褥
瘡等の創傷ケア知識・技術が習得できる600 時間以上の研修
又は保健師助産師看護師法第37 条の２第２項第５号に規定する指定研修機関において行われる褥
瘡等の創傷ケアに係る研修であること。

イ 講義及び演習等により、褥瘡予防管理のためのリスクアセスメント並びにケアに関する知識・技術の
習得、コンサルテーション方法、質保証の方法等を具体例に基づいて実施する研修注２に規定する点数
を算定する場合は、褥瘡ハイリスク患者のケアに従事した経験を５年以上有する看護師等であって、褥
瘡等の創傷ケアに係る適切な研修（ア及びイによるもの。）を修了した者を褥瘡管理者として配置してい
ること。

(２) 褥瘡管理者は、その特性に鑑みて、褥瘡ハイリスク患者ケア加算を算定すべき患者の管理等に影
響のない範囲において、オストミー・失禁のケアを行う場合には、専従の褥瘡管理者とみなすことができ
る。

(３) 別添６の別紙16 の褥瘡リスクアセスメント票・褥瘡予防治療計画書を作成し、それに基づく重点
的な褥瘡ケアの実施状況及び評価結果を記録していること。

★通知 施設基準 基本料 基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて 保医発0304 第2号 令和4年3月4日
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Ａ２３６ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算
(１) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た保険医
療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすものについて算定する。
(２) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、褥瘡ケアを実施するための適切な知識・技術を有する専従の褥瘡管理者が、褥
瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者に対し、適切な褥瘡予防・治療のための予防治療計画に基づく
総合的な褥瘡対策を継続して実施した場合、当該入院期間中１回に限り算定する。なお、当該加算は、第２部通則５
に規定する入院期間が通算される再入院であっても別に算定できる。

(３) 褥瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者とは、ベッド上安静であって、

次に掲げるものをいう。
ア ショック状態のもの
イ 重度の末梢循環不全のもの
ウ 麻薬等の鎮痛・鎮静剤の持続的な使用が必要であるもの
エ ６時間以上の全身麻酔下による手術を受けたもの
オ 特殊体位による手術を受けたもの
カ 強度の下痢が続く状態であるもの
キ 極度の皮膚の脆弱（低出生体重児、ＧＶＨＤ、黄疸等）であるもの
ク 皮膚に密着させる医療関連機器の長期かつ持続的な使用が必要であるもの
ケ 褥瘡に関する危険因子（病的骨突出、皮膚湿潤、浮腫等）があって既に褥瘡を有するもの

（４） 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第６の２に掲げる地域に所在する保険医療機関（特
定機能病院、許可病床数が400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び一般病棟入院基本料に係る届出において急性
期一般入院料１のみを届け出ている病院を除く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設
基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定により
看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関においては、一般病棟入院基本
料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する病棟で当該点数を算定できる。
(５) 「注２」に規定する点数を算定する場合は、褥瘡管理者は、褥瘡リスクアセスメント票・褥瘡予防治療計画書に基
づき実施した褥瘡ケアの内容を診療録に記載すること。

★通知 診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について(通知) 令和4年3月4日保医発0304第1号
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構成メンバー 届け出 会議義務 備考

褥瘡対策チーム
「専任の医師」と
「専任の看護職
員」だけで構成

必要
会議規定はない
指導は必要

①診療計画書の作成
②ハイリスクのリスクアセスメント
の連携
③ハイリスクのカンファレンスへの
参加

褥瘡対策委員会

上記の褥瘡対策
チームに
関連職種を加え
て構成

不要
規定はないが、
定期的な開催が
望ましい

褥瘡管理者
専従のＷＯＣ
専従の特定看護
師

必要
ハイリスクのカン
ファレンスの主
催

①リスクアセスメント表の作成
②予防・治療計画書の共同作成
③各種書類や件数の整備
④院内の体制の整備
⑤研修等の実施

【重要】褥瘡関連の組織
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ステップ 記入者（作成者） 備考

１）自立度の判定 誰でも良い
自立度Ｂ、Ｃの場合は２へ

２）危険因子の評価 誰でも良い
危険因子があるか褥瘡がある場合
は３へ

３）診療計画書
専任の医師と専任の看護職員

の両者が記載
これで基本料が取れるので、その上
でハイリスクは４へ

よって、自立度がＢ，Ｃであっても、
危険因子や褥瘡がなければ診療計画書の作成は不要です。

４）リスクアセスメント票

褥瘡管理者
（専従の届け出たＷＯＣ・特定看護師）
か専任の医師・専任の看護職員が

実施する

専任の医師、専任の看護職員、褥
瘡管理者（専従の届け出たＷＯＣ・
特定看護師）がリスクアセスメント
するのが基本です。

５）予防・治療計画書
褥瘡管理者

（専従の届け出たＷＯＣ・特定看護師）と
主治医と関連職種が共同して作成。

予防・治療計画書は、主治医
の関与が必要です。

【重要】褥瘡関連のステップ
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106421.html
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000119348.pdf

2016

110

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106421.html
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2016

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106421.html
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000119348.pdf 111
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

WOCの同行訪問に、
WOCだけでなく

特定看護師（創傷管理関連）も追加
医療機関所属・訪問看護ステーション所属

どちらも同じ運用
対象患者は異なる（WOCのみストーマも対象）

ハイリスク加算等の専従でもOK
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

・WOCの単独の訪問看護に加算
・特定看護師の単独の訪問看護に加算
（「手順書加算」の算定患者に限る）
（WOCのみストーマも対象）
・ひと月当たり一回に限る
・WOCの場合も特定看護師の場合も同じ金額2500円
・医療機関所属・訪問看護ステーション所属どちらも同じ運用
ハイリスク加算等の専従でもOK
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31

こちらは、「在宅・慢性期領域パッケージ研修」でもOK

在宅・慢性領域パッケージ研修にはNPWTは入っていないが？？
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2020年度特定行為研修シンポジウム厚生労働省医政局看護課 202-1
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その19）2022-7-26
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

・特定看護師のための「手順書」について
訪問看護指示書を出す医療機関に加算
・算定できる患者は限られている
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000196352_00001.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000608534.pdf

2020
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2020

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000196352_00001.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000608534.pdf 124
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2022

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000196352_00008.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000911810.pdf
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

施設基準はない
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厚生労働省 令和４年度診療報酬改定 解説資料 2022-3-4

施設基準がある
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その14）2022-6-22
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厚生労働省 疑義解釈資料の送付について（その１）2022-3-31
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下肢創傷処置
J000-2

下肢創傷処置管理料
B001-36

下肢末梢動脈疾患
指導管理加算 Ｊ０３８

糖尿病合併症管理料
B001-20

静脈圧迫処置
Ｊ００１－10 

点数
１ 足部（踵を除く。）の浅い潰瘍 135点
２ 足趾の深い潰瘍又は踵の浅い潰瘍 147点
３ 足部（踵を除く。）の深い潰瘍又は踵の深い潰瘍 270点

500点（月一回） 100点（月一回） 170点（月一回）
200点（月一回）

150点（初回加算）

施設基準 なし
あり

・医師の配置

あり
・連携先に診療科の規定
・透析全患者への実施

あり
医師・看護師の配置

あり
・医師・看護師の配置

・必要な検査機器

算定場所

入院 〇 × 〇 × 〇

外来 〇 〇 〇 〇 〇

在宅 〇 〇 〇 × 〇

算定病棟

DPC × × 〇人工腎臓の加算 × ×

出来高 〇 × 〇人工腎臓の加算 × 〇

地域包括 × × 〇人工腎臓の加算 × ×

回復リハ × × 〇人工腎臓の加算 × ×

療養 〇 × 〇人工腎臓の加算 × 〇

算定期間 なし なし なし なし
標準は３カ月
初回の潰瘍の大きさが100cm2 
を超える場合は６カ月

算定条件 なし 下肢創傷処置を算定した月
慢性維持透析を実施している全て
の患者に対しリスク評価等を行う
ハイリスク患者を紹介をする

算定職種
医師、

医師の指示をうけた看護師
条件を満たした
医師のみ

医師、
医師の指示をうけた看護師

条件を満たした
医師・看護師

条件を満たした
医師・看護師

医師

領域・診療科 なし
整形外科、形成外科、皮膚科、外科、
心臓血管外科、循環器内科

なし 経験
血管外科、心臓血管外科、皮
膚科、形成外科、循環器内科

年数 なし 5年 なし 5年 3年

研修 なし 必要 なし なし 必要

専従・専任 なし なし なし 専任 専任

常勤 なし
常勤

（複数の合算 不可）
なし

常勤
（複数の合算 可能）

常勤
（複数の合算 不可）

看護職

領域・診療科 なし 不可 なし 経験 経験

年数 なし 不可 なし 5年 なし

研修 なし 不可 なし 16時間 必要

専従・専任 なし 不可 なし 専任 専任

常勤 なし 不可 なし なし 常勤

備考 創傷が異なればNPWTと併算定 可 糖尿病合併症管理料との併算定 不可 糖尿病合併症管理料との併算定 可 材料（弾性包帯等）は療養費で支給

創傷が異なれば多血小板血漿処置と併算定 可

創傷処置と併算定 不可

参考 熱傷処置／重度褥瘡処置は2ヶ月が限度

Takamizu
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。

通常の訪問看護に月一回に限り2,500円（250点）の加算。
―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。

●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。
6カ月に一回に限り1500円（150点）。
―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の
複数職種による合同カンファレンスについて、「原則対面」の条件がなくなった。

●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
●NPWTの在宅での活用



Takamizu

136136

NPWTと特定行為
●入院、外来等医療機関内の場合

ー医師の具体的指示（従前型の指示）で看護師一般が実施できる。

ー医師の包括指示で、特定看護師が実施できる（手順書に基ずく）

◆保険算定条件に違いはない

●在宅の場合

ー医師の具体的指示（従前型の指示）で看護師一般が実施できる。

ー医師の包括指示で、特定看護師が実施できる（手順書に基ずく）

◆医師の指示のもと、
訪問看護師が単独で（医師がいない状況で）ＮＰＷＴを実施する場合は

材料費を算定できるのは、下記に限られる。
ーＷＯＣ
ー創傷管理関連の特定看護師
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在宅

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00037.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000923517.pdf

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00037.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000923517.pdf
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https://jsprs.or.jp/member/committee/iryo-anzen/
https://jsprs.or.jp/member/committee/wp-content/uploads/2020/06/iryouanzen_oshirase20200608.pdf

https://jsprs.or.jp/member/committee/iryo-anzen/
https://jsprs.or.jp/member/committee/wp-content/uploads/2020/06/iryouanzen_oshirase20200608.pdf
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＜抄録＞
2024(R6)年度は、診療報酬・介護報酬のW改定だけでなく医療政策の大変革の年になります。2023年時点で理解して
おきたいことを、わかりやすく実践的に解説したいと思います。

＜Part1＞2024（R6）年度：医療政策の大変革
●第8次医療計画（6年ごと）：5疾病・6事業（新興感染症が追加）＋在宅・外来機能強化
●第9期介護保険事業計画（3年ごと）：介護保険制度の改正、人材確保、処遇改善
●地域医療構想：医療機関の機能分化と病床再編の仕上げ
●働き方改革：医師の時間外勤務に上限規制、タスクシフトの推進
●特定行為の推進：働き方改革／タスクシフトの推進を背景にパッケージ研修が加速
●診療報酬改定（2年ごと）
●介護報酬改定（3年ごと）

＜Part2＞2022(R4)年度：診療報酬改定項目の再確認
●診療報酬の基本：診療報酬の文面を読み解くポイント、レセプト審査の構図。
●入院基本料：「褥瘡対策に関する診療計画書」に「薬学的管理」と「栄養管理」が追加
●各項目の関連様式がDESIGN-R2020に変更

―「深部損傷褥瘡（DTI）疑い」と「臨界的定着疑い」が追加。
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算：褥瘡管理者の要件がWOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。
●専門性の高い看護師の同行訪問：WOCNだけでなく、特定行為研修修了者（創傷管理関連）でも可能となった。

―特定行為研修修了者（創傷管理関連）の場合は、ストーマ患者は対象外。
●専門管理加算：WOCNと特定行為研修修了者（創傷管理関連・在宅慢性期領域パッケージ）が実施した場合。通常の訪問看護
に月一回に限り2,500円（250点）の加算。

―特定行為研修修了者の場合は手順書加算の算定患者に限る。
●手順書加算：訪問看護時の特定行為に係る手順書を医師が発行した場合に、訪問看護指示書に加算。6カ月に一回に限り
1500円（150点）。

―慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
―創傷に対する陰圧閉鎖療法

●ICT活用のカンファレンス：退院時共同指導料、在宅患者訪問褥瘡管理指導料等の、複数職種による合同カンファレンスについ
て、「原則対面」の条件がなくなった。
●下肢創傷処置、下肢創傷処置管理料：足部の慢性創傷（潰瘍）対象の診療報酬が新設。
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●機能分化・機能分担

●人員配置・タスクシフト

●地域連携

●医療・介護連携
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誰でも無料DLできます。
ご活用ください。
（スライド136枚）

http://www.jspu.org/pdf/24th_hoken_kikaku.pdf

http://www.jspu.org/

http://www.jspu.org/pdf/24th_hoken_kikaku.pdf
http://www.jspu.org/
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本日の講演スライドは、

日本褥瘡学会九州沖縄・地方会のHPにUPされます。

スライドは150枚と多いですが、

オンディマンド配信をご活用頂き、

スライドをダウンロードして再度視聴いただけますと幸いです。



Takamizu

150

おつかれさまでした～


